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予算（案）特集

市
で
は
、
あ
す
５
日
か
ら
開
会
す
る
３
月
定
例
市
議
会
に
、
一
般
会
計
と
９
特
別
会
計
、

病
院
・
水
道
・
ガ
ス
事
業
会
計
の
平
成
13
年
度
予
算
案
な
ど
38
議
案
を
提
案
し
ま
す
。
平
成
13

年
度
当
初
予
算
案
は
、
一
般
会
計
の
総
額
で
１
８
８
９
億
円
で
、
12
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て

１
・
９
％
の
増
加
。
特
別
会
計
は
１
５
１
１
億
２
８
５
６
万
円
で
、
同
じ
く
13
・
８
％
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
13
年
度
予
算
は
、
こ
れ
ま
で
市
政
の
最
重
要
課
題
と
し
て
き
た
「
福
祉
」「
文
化
」

「
環
境
」
を
は
じ
め
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
施
策
を
着
実
に
前
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
「
Ｗ
杯
新

潟
開
催
に
向
け
た
地
元
と
し
て
の
取
り
組
み
の
強
化
」
「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」
「
Ｉ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
地
域
情
報
化
の
推
進
」
「
広
域
的
な
合
併
推
進
の
検
討
」
―
―
な
ど
に
重

点
を
置
い
て
い
ま
す
（
平
成
13
年
度
予
算
案
は
、
３
月
定
例
市
議
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
）。

本
市
は
、
21
世
紀
の
門
出
を
黒
埼
町
と
の

合
併
と
と
も
に
迎
え
、
飛
躍
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

13
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
今
世

紀
初
め
て
の
年
度
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

希
望
の
持
て
る
明
る
い
予
算
に
し
よ
う
と
配
慮

し
ま
し
た
。

市
税
収
入
が
低
い
伸
び
率
に
と
ど
ま
る
と
見

込
ま
れ
る
な
ど
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
環
境
に

あ
り
ま
す
が
、
財
政
改
革
２
年
目
と
し
て
経
常

経
費
縮
減
な
ど
に
取
り
組
み
、
創
意
と
工
夫
を

凝
ら
し
、
予
算
の
重
点
的
な
配
分
に
心
掛
け
ま

し
た
。

予
算
の
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
福
祉
を
は
じ

め
と
す
る
市
民
生
活
に
密
着
し
た
施
策
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

新
潟
開
催
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
一

方
、
地
域
情
報
化
の
推
進
・
中
心
市
街
地
の
活

性
化
な
ど
、
地
域
経
済
の
活
力
と
な
る
新
た
な

施
策
に
つ
い
て
も
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

景
気
に
も
配
慮
し
、
一
般
・
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
建
設
事
業
費
の
総
額
は
前
年
度
を
上
回
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

黒
埼
地
区
の
合
併
建
設
計
画
に
盛
り
込
ん
だ

事
業
に
つ
い
て
も
、
そ
の
着
実
な
前
進
に
努
め

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
後
年
度
に
お
い
て
も
健
全
な
財
政

運
営
を
維
持
す
る
た
め
、
市
の
借
金
で
あ
る
市

債
の
発
行
額
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
今
後
予

定
さ
れ
る
郷
土
歴
史
博
物
館
や
、
新
生
市
立
高

校
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
事
業
な
ど
の

た
め
に
、
貯
金
で
あ
る
基
金
へ
の
積
み
立
て
を

行
い
ま
す
。

新
し
い
世
紀
を
迎
え
、
各
施
策
の
着
実
な
前

進
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
市
政
の
発

展
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お

い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
潟
市
長長

谷
川
　
義
明

一　　般　　会　　計�

国民健康保険事業会計�
　国民健康保険事業の運営�

病　院　事　業　会　計 �
　市民病院・大山台診療所の管理運営�

水　道　事　業　会　計�

合　　　　　　　　計�

（千円以下切り捨て）�

　　　　　  計�

�

1889億円�

332億5万円�

�

�
公共下水道・農業集落排水の整備と管理運営、�
雨水対策、下水処理場の管理運営など�

下水道事業会計� 465億2438万円�

�

�
市中央卸売市場の管理運営、総合卸売センター
の建設�

11億6445万円�

�

中央卸売市場事業会計�

�

�
土地の先行取得�

33億9205万円�

�

土地取得事業会計�

�
老人保健事業会計�
　老人保健事業の運営�

437億8259万円�

�

介護保険事業会計�
　介護保険事業の運営�

202億  192万円�

�
駐車場事業会計�
　西堀地下駐車場の管理運営�

20億4138万円�

�
�
と畜場事業会計�
母子寡婦福祉資金貸付事業会計�

その他� 8億2170万円�

1511億2856万円�

163億5691万円�

179億4245万円�

�ガ　ス　事　業　会　計�
　黒埼地区のガス事業の運営�

12億  653万円�

�

3755億3446万円�

会計別予算�

特
　
　
　
　
　
　
　
　
別
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
　
　
　
計�

自
主
財
源
（
61
・
７
％
）�

依
存
財
源
（
38
・
３
％
）�

議会費　12.7億円（0.7％）�

労働費�
10.4億円（0.6％）�

農林水産業費�
33.6億円（1.8％）�

消防費�
63.1億円（3.3％）�

その他　44.3億円（2.3％）�

歳　入�
1,889億円�

市税�
859.1億円�
（45.5％）�

諸収入その他�
　305.6億円�
　（16.2％）�

市債�
　152.3億円�
　（8.0％）�

地方交付税�
その他�
362.2億円�
（19.2％）�

国庫・県支出金�
209.7億円�
（11.1％）�

歳出（目的別）�
1,889億円�

総務費�
199.8億円�
（10.6％）�

民生費�
403.1億円�
（21.3％）�

衛生費�
166.6億円�
（8.8％）�

商工費�
169.8億円�
（9.0％）�

土木費�
347億円�
（18.4％）�

教育費�
243.5億円�
（12.9％）�

公債費�
195.1億円�
（10.3％）�

学校、公民館、�
図書館、体育�
施設など�

道路、公園、市営�
住宅の整備など�

商工業の振興、�
観光事業など�

農林水産業振興、�
土地改良、漁港�
整備など�

保健事業、環�
境対策、ごみ�
処理、など�

使い道を特定し�
て国・県が支出�
する補助金など�

�

一般会計予算案の内訳�

広報・広聴、ＩＴ推進、国際親善、
文化振興、防災対策、選挙など�

市民税、固定資産税、軽
自動車税、市たばこ税、
都市計画税など�

高齢者・
母子・児
童・障害
者福祉、
生活保護
など�

市債（借入金）
の返済�

地方自治体で一定の水準の
仕事ができるよう、所得税・
法人税・酒税・消費税・国
のたばこ税を財源として国
が交付するものなど�

道路・公園・学校な
ど、何世代にもわた
って利用する施設建
設のための借入金�

マリンピア入館料、体
育施設使用料、各種手
数料、制度融資貸付金
の返済金など�

（端数処理のため、各項目の合計が合計数値に一致しないことがあります）

３月４日
平成13年


